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【研究の目的】（４００字程度） 
1990 年代以降、フェミニズムや性的マイノリティ運動の影響で、「性の権利」が人権問題として議論される

ようになったが、障害者の多様なセクシュアリティは見過ごされがちである（倉本 2005, 飯野 2020）。欧米

では 2000 年以降、障害と性的マイノリティの交差性が議論され、障害者であり、LGBT を自認する人々が「複

合的不利益」を経験していることが指摘されている（Molly et al.2003）。一方、アジアではこの問題に関する

実証研究はほとんど行われていない。国や地域、障害の種類や性的指向によって経験は異なるため、本研究は

日本と台湾の「障害のある性的少数者」の経験を比較検討し、社会環境とコミュニティ文化の違いに注目する

ことで、当事者をとりまく環境や差別状況の複層的な変容と国際的な連帯の可能性を探ることを目的とした。 

 
【研究の内容・方法】（８００字程度） 
本研究の目的を達成するために、以下の調査を実施した。具体的には、台湾と日本における障害者のセクシ

ュアリティに関する文献調査、障害のある性的少数者へのインタビュー調査、台湾と日本における当事者の社

会運動への参加に関するフィールド調査である。 
①障害者のセクシュアリティに関して、「障害者権利条約」（日本）、「障害者差別解消法」（日本）、「性的指向

及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律」（日本）、「障害者権利条約

施行法」（台湾）、「ジェンダー平等教育法（台湾）」、「障害女性の感情・親密関係・家庭の選択に関する調査報

告」（台湾）などの文献資料を検討した。 
②身体障害を抱え、LGBT を自認し、コミュニティ活動に参加している 20 代以上の当事者 6 人（日本人 3

人、台湾人 3 人）へのインタビュー調査を実施した。障害者および性的マイノリティとして直面した困難や差

別、家族や友人へのカミングアウト、居場所探しの経験、さらにはコミュニティ活動にかかわるようになった

経緯などについて聞き取りを行った。 
③日本と台湾で障害者がどのように性的マイノリティ運動に参加しているかを調査するため、性的マイノリ

ティ運動のなかでも代表的なイベントであるプライドパレードを中心としたフィールドワークを行った。調査

では、障害者の参加におけるアクセシビリティの課題に注目し、参加者や運営側への聞き取りを実施した。現

地調査は、国内では、東京 3回、九州地方 2回、大阪、松江、盛岡、名古屋、山口で各 1回のパレードに参加

した。海外では、台湾の台北で「残酷児（Disabled+Queer）」や「手天使（Hand Angel）」のメンバーにイン

タビューし、アジア最大のプライドパレード「台湾 LGBT+プライド」や「トランスマーチ」にも参加した。こ

れらの調査を通じて、当事者団体における運動参加の現状を考察した。 
 
【結論・考察】（４００字程度） 
本調査から、障害のある性的少数者が社会やコミュニティ内部で障害者差別や性自認・性的指向に関する差

別を受けている実態が確認され、先行研究で指摘されている「多重的な差別」や「複合的不利益」に一致して

いる。しかし、当事者たちは異なる戦略で対応したり、抵抗を試みたりしていることが明らかになった。日本

では、障害者がセクシュアリティを語る場が少なく、カミングアウトが難しい状況がある。一方、台湾では華

人文化に合わせてセクシュアリティを直接「告白」せず、「穏当」な方法で関係を認めさせる戦略があった。例
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えば、障害者であることを活用し同性パートナーとの関係をケアの文脈で強調する実践が見られた。また、台

湾では法整備が進み、LGBT フレンドリーな環境が形成されつつあり、性的マイノリティ運動に参加してきた当

事者たちが、自ら障害者の性的権利を訴える活動を立ち上げた。日本では個人活動が中心で、SNS 上の発信や

レインボーパレードへの参加はあるが、物理的・感情的なバリアが課題である。台湾における運動参加の経験

は日本の参考となり得るもので、今後当事者間の交流による改善が期待される。 
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